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■
く
ら
し
・
安
全

田
ん
ぼ
ダ
ム
機
能

�
検
証
結
果

二に
か
い
ど
う

階
堂　
利り

え枝

Ｑ　
令
和
４
年
度
に
松
川
町
水
原
地
区
で

実
施
し
た
機
能
検
証
の
結
果
は
。

Ａ　
松
川
町
水
原
地
区
４
・
９
ha
の
水
田

で
、
田
ん
ぼ
ダ
ム
用
排
水
桝
を
４
月
に
、

検
証
に
必
要
な
水
位
計
を
田
植
え
後
の
７

月
に
設
置
し
デ
ー
タ
収
集
を
行
っ
た
。

　
降
雨
時
に
検
証
し
た
一
例
で
は
、
１
時

間
当
り
73
・
6
㎥
の
雨
水
貯
留
効
果
を
確

認
し
た
。

　
耕
作
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ

た
結
果
で
は
、
排
水
桝
の
設
置
に
よ
り
コ

メ
収
穫
量
の
減
少
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
ほ

か
、「
今
後
も
継
続
的
に
取
り
組
み
た
い
」、

「
水
田
の
水
位
調
整
が
容
易
に
な
っ
た
」

と
の
事
業
に
前
向
き
な
意
見
も
寄
せ
ら
れ
、

田
ん
ぼ
ダ
ム
へ
の
理
解
が
進
ん
で
い
る
と

捉
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
主
な
質
問

〇
高
齢
者
デ
ジ
タ
ル
活
用
サ
ポ
ー
ト
事
業

〇
公
園
へ
の
健
康
遊
具
の
整
備

〇
動
物
用
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
の
情
報
登
録

■
行
財
政銀

座
ミ
ツ
バ
チ

�

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
の

�

包
括
連
携
協
定

宍し
し
ど戸　

一か
ず
て
る照

Ｑ　
ふ
く
し
ま
田
園
中
枢
都
市
圏
構
成
市

町
村
と
の
一
体
的
な
イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど

包
括
連
携
を
積
極
的
に
活
用
す
べ
き
で
は
。

Ａ　
協
定
に
基
づ
く
取
り
組
み
の
方
向
性

と
し
て
、
農
産
物
や
６
次
化
商
品
の
首
都

圏
で
の
販
売
拡
大
や
観
光
Ｐ
Ｒ
な
ど
も
想

定
し
て
い
る
。

　
本
市
の
首
都
圏
で
の
特
産
品
販
売
促
進

イ
ベ
ン
ト
や
交
流
人
口
拡
大
の
取
り
組
み

に
際
し
、
連
携
中
枢
都
市
圏
で
連
携
し
た

事
業
が
実
施
で
き
る
よ
う
構
成
市
町
村
と

協
議
を
行
っ
て
い
く
。

そ
の
他
の
主
な
質
問

〇�

吾
妻
連
峰
へ
の
再
エ
ネ
施
設
建
設
、

観
光
誘
客
へ
の
見
解

〇�

ふ
く
し
ま
田
園
中
枢
都
市
圏
へ
の�

中
学
生
の
教
育
旅
行

〇�

障
が
い
を
持
つ
児
童
の
中
学
校
入
学

の
際
の
配
慮

健
全
化
判
断
比
率

尾お
が
た形　
武た
け
し 

Ｑ　
今
後
の
大
型
公
共
施
設
建
設
に
伴
い
、

実
質
公
債
費
比
率
の
推
定
さ
れ
る
最
大
値

は
。

Ａ　
今
後
の
実
質
公
債
費
比
率
は
、
令
和

５
年
度
か
ら
９
年
度
ま
で
を
試
算
し
た
中

期
財
政
収
支
の
見
通
し
で
は
、
福
島
駅
前

交
流
・
拠
点
施
設
整
備
事
業
が
完
了
し
た

後
の
９
年
度
に
は
、
期
間
中
最
大
の
５
・

８
％
に
な
る
と
見
込
ん
で
お
り
、
第
６
次

福
島
市
総
合
計
画
新
ス
テ
ー
ジ
実
行
プ
ラ

ン
に
お
い
て
目
標
値
と
し
て
い
る
中
核
市

平
均
の
６
・
０
％
以
内
に
収
ま
る
見
通
し

で
は
あ
る
が
、
物
価
高
騰
の
影
響
な
ど
に

よ
り
、
試
算
以
上
に
実
質
公
債
費
比
率
が

上
昇
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
ま
た
、
公
債
費
の
圧
迫
に
よ
り
厳
し
い

財
政
運
営
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
事

業
の
取
捨
選
択
・
重
点
化
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
た
業
務
効
率
化
な
ど
事
務
事
業
の
見

直
し
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
国
・
県
補

助
金
や
有
利
な
市
債
の
活
用
、
受
益
者
負

担
の
適
正
化
な
ど
財
源
確
保
に
努
め
、
合

わ
せ
て
産
業
振
興
や
移
住
定
住
の
促
進
な

ど
中
長
期
的
に
安
定
し
た
税
源
の
涵
養
を

図
り
、
持
続
可
能
な
財
政
運
営
に
一
層
努

め
て
い
く
。

そ
の
他
の
主
な
質
問

〇
市
街
化
調
整
区
域
の
見
直
し

〇
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
取
り
組
み

〇
人
・
農
地
プ
ラ
ン
法
定
化
推
進
事
業

平
和
を
守
る

�

取
り
組
み

山や
ま
だ田　

裕
ゆ
た
か

Ｑ　
市
民
に
壊
滅
的
な
被
害
を
及
ぼ
し
か

ね
な
い
反
撃
能
力
（
敵
基
地
攻
撃
）
行
使

に
反
対
す
べ
き
で
は
。

Ａ　
反
撃
能
力
に
関
す
る
国
の
方
針
に
つ

い
て
は
、
国
防
の
あ
り
方
に
関
わ
る
こ
と

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
に
お
い
て
議
論
さ

れ
、
適
切
に
対
処
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す

る
。そ

の
他
の
主
な
質
問

〇
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
海
洋
放
出

〇�

復
興
特
別
所
得
税
の
減
額
が
本
市
に

及
ぼ
す
影
響

〇
Ｇ
Ｘ（
注
１
）実
現
に
向
け
た
政
府
方
針 

�
一
般
質
問
Ｑ
＆
Ａ

市
政
を
問
う
！

一
般
質
問
と
は
？
　

　
議
員
が
、市
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
に
か
か
わ
る
身
近
な
市
政
の
課
題
に
対
し
て
質
問
を
行
い
ま
す
。

　
そ
の
中
か
ら
質
問
お
よ
び
答
弁
の
要
旨
を
１
件
、
そ
の
他
の
主
な
質
問
項
目
を
３
件
掲
載
し
て

い
ま
す
。

（注１）GX
　産業革命以来の化石エ
ネルギー中心の産業構
造・社会構造をクリーン
エネルギー中心へ転換す
ること
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■
福
祉
・
健
康

が
ん
防
災 羽は

ね
だ田　
房ふ
さ
お男  

Ｑ　
が
ん
検
診
受
診
率
と
精
密
検
査
受
診

率
向
上
の
た
め
、（
仮
称
）
ふ
く
し
ま
し

健
康
づ
く
り
プ
ラ
ン
２
０
２
４
の
策
定
に

向
け
た
具
体
的
施
策
内
容
は
。

Ａ　
（
仮
称
）
ふ
く
し
ま
し
健
康
づ
く
り

プ
ラ
ン
２
０
２
４
の
策
定
に
向
け
て
は
、

従
来
の
啓
発
活
動
に
加
え
、
市
と
包
括
連

携
協
定
を
結
ん
で
い
る
企
業
な
ど
と
も
連

携
し
、
行
政
と
企
業
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を

生
か
し
た
周
知
活
動
を
行
っ
て
い
く
。
ま

た
、
引
き
続
き
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
や
ラ
ジ
オ
な
ど

を
利
用
し
、
再
勧
奨
の
タ
イ
ミ
ン
グ
や
内

容
な
ど
に
ナ
ッ
ジ
理
論
を
取
り
入
れ
る
な

ど
の
工
夫
し
実
施
し
て
い
く
。

　
さ
ら
に
、
精
密
検
査
未
受
診
の
方
へ
は
、

引
き
続
き
個
別
に
受
診
勧
奨
を
行
い
、
か

か
り
つ
け
医
と
な
る
市
医
師
会
と
も
連
携

し
な
が
ら
受
診
率
の
向
上
、
が
ん
の
早
期

発
見
・
早
期
治
療
に
努
め
て
い
く
。

そ
の
他
の
主
な
質
問

〇
雑
居
ビ
ル
の
防
火
点
検

〇
汚
染
状
況
重
点
調
査
地
域
の
指
定
解
除

〇
高
齢
者
の
健
康
増
進
施
策

■
子
ど
も
・
子
育
て

保
育
施
設
に

�

お
け
る
使
用
済
み

�

紙
お
む
つ
の
処
理

佐さ
は
ら原　
真ま

き紀

Ｑ　
保
育
士
、
保
護
者
両
方
の
負
担
軽
減

の
た
め
に
も
使
用
済
み
紙
お
む
つ
は
持
ち

帰
り
で
は
な
く
園
内
処
分
を
実
施
徹
底
す

べ
き
で
は
。

Ａ　
公
立
保
育
施
設
の
使
用
済
み
紙
お
む

つ
の
処
分
は
、
保
護
者
や
施
設
職
員
の
負

担
軽
減
に
加
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
を
は
じ
め
と
し
た
感
染
症
対
策
の

観
点
か
ら
、
令
和
５
年
度
早
々
に
自
園
処

理
を
開
始
す
る
予
定
で
あ
る
。

そ
の
他
の
主
な
質
問

〇
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
あ
り
方

〇
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み

〇�

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
市
民
団

体
と
の
連
携

■
教
　
　
育

学
校
給
食
に
つ
い
て 

村む
ら
や
ま山　
国く
に
こ子  

Ｑ　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
の
カ
ッ
ト
野

菜
、
レ
ト
ル
ト
食
品
、
冷
凍
食
品
な
ど
の

使
用
頻
度
は
。

Ａ　
カ
ッ
ト
野
菜
で
は
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
や

タ
マ
ネ
ギ
な
ど
大
量
に
消
費
す
る
も
の
を

週
４
回
程
度
、
レ
ト
ル
ト
食
品
に
つ
い
て

は
、
ツ
ナ
や
サ
ラ
ダ
チ
キ
ン
、
コ
ー
ン
、

タ
ケ
ノ
コ
、
豆
類
の
水
煮
な
ど
を
週
２
回

程
度
使
用
し
て
い
る
。
冷
凍
食
品
は
、
揚

げ
る
前
の
状
態
の
フ
ラ
イ
や
煮
魚
、
肉
団

子
や
シ
ュ
ー
マ
イ
な
ど
を
週
４
回
程
度
、

砂
抜
き
ア
サ
リ
な
ど
の
魚
介
類
や
ホ
ウ
レ

ン
ソ
ウ
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
な
ど
の
野
菜
類

を
週
２
回
程
度
使
用
し
て
い
る
。

　
学
校
給
食
に
お
け
る
調
理
は
、
学
校
給

食
衛
生
管
理
基
準
に
の
っ
と
り
、
短
時
間

で
調
理
し
提
供
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、

皮
む
き
な
ど
の
下
処
理
に
時
間
が
か
か
る

食
材
や
虫
な
ど
の
異
物
が
混
入
し
や
す
い

食
材
、
手
の
込
ん
だ
調
理
を
必
要
と
す
る

献
立
の
場
合
な
ど
に
加
工
品
を
使
用
し
て

い
る
。
カ
ッ
ト
野
菜
や
レ
ト
ル
ト
食
品
、

冷
凍
食
品
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
衛
生
面

や
栄
養
面
に
も
対
応
し
た
多
様
な
給
食
が

提
供
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
主
な
質
問

〇
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
料
負
担

〇
保
育
施
設
で
の
保
育
事
故

〇
保
育
士
の
平
均
年
収

学
校
で
の
環
境
保
全

根ね
も
と本　
雅ま
さ
あ
き昭  

Ｑ　
給
食
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ス
ト
ロ
ー
を

廃
止
す
べ
き
で
は
。

Ａ　
給
食
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ス
ト
ロ
ー
の

廃
止
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
削
減
や

児
童
生
徒
の
環
境
保
全
意
識
を
育
む
教
育

に
も
つ
な
が
る
有
効
な
も
の
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
が
、
学
校
給
食
用
牛
乳
の
調

達
は
、
安
定
し
た
適
正
価
格
で
の
供
給
を

目
的
と
し
て
県
が
供
給
事
業
者
を
決
定
し

て
、
そ
の
事
業
者
と
契
約
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。

　
今
後
、
学
校
給
食
用
牛
乳
の
供
給
事
業

者
を
決
定
す
る
県
に
対
し
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ス
ト
ロ
ー
の
廃
止
に
向
け
て
強
く
働
き

か
け
て
い
く
。

そ
の
他
の
主
な
質
問

〇
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育（
注
２
）の
推
進

〇�

デ
ザ
イ
ン
型
道
路
照
明
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

の
際
の
景
観
へ
の
配
慮

〇�

Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ（
注
３
）に
基
づ
い
た
政
策

立
案

（注２）STEAM教育
　各教科での学習を
実社会での課題解決
に生かしていくため
の教科横断的な教育

（注３）EBPM
　証拠に基づく政策
立案
　政策の基本的な枠
組みを証拠に基づい
て明確にするための
取り組み


